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御
祈
祷
後
、
般
若
札
を
堂
内
梁
よ
り
撒
く
仏
事
で
す
。

七
日
堂
裸
詣
り

七
日
堂
裸
詣
り

七
日
堂
裸
詣
り

千
年
余
り
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
奇
祭
で
す
。

　
正
月
元
日
よ
り
護
法
の
十
六
善
神
様
、
本
尊
　
福
満
虚
空
藏
大
菩
薩
様
の
真
前
に
般
若
札
を
泰
安
し
、
仏
法

の
興
隆
に
よ
り
一
切
の
人
々
が
仏
様
の
心
を
我
が
心
と
し
平
和
な
世
の
中
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
三
が

日
間
大
般
若
経
を
転
読
す
る
大
般
若
祈
祷
を
厳
修
し
、
四
日
目
が
祈
祷
の
満
願
の
日
と
な
り
ま
す
。

　
当
山
「
四
日
堂
」
は
、
こ
の
大
般
若
祈
祷
満
願
の
日
に
本
堂
で
の
大
般
若
満
散
祈
祷
の
後
に
、
ご
祈
祷
し
ま

し
た
般
若
札
（
天
下
泰
平
・
国
家
安
全
・
五
穀
成
熟
・
如
意
満
足
を
祈
願
）
を
堂
内
梁
よ
り
撒
く
仏
事
で
す
。

　
正
月
七
日
の
丑
の
刻
（
現
在
は
午
後
八
時
半
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
）
に
境
内
に
鳴
り
響
く
鐘
を
合
図
に
下
帯

一
つ
の
男
た
ち
が
菊
光
堂
（
本
堂
）
を
目
指
し
ま
す
。
凍
り
つ
く
よ
う
な
手
水
鉢
で
身
を
清
め
威
勢
の
良
い
掛

声
と
と
も
に
堂
内
の
大
鰐
口
に
よ
じ
登
る
の
で
す
。

　
勢
い
よ
く
争
う
こ
と
に
よ
り
一
年
間
の
無
病
息
災
、
祈
願
成
就
、
福
を
招
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
昔
、
村
に
疫
病
、
不
作
が
続
き
村
人
は
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
只
見
川
の
水
底
に
住
む
龍

神
か
ら
、
宝
照
の
玉
を
手
に
入
れ
て
疫
病
な
ど
を
退
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
宝
照
の
玉
を
一
月
七
日
の
夜
に
龍
神
が
取
り
返
し
に
や
っ
て
き
ま
す
。
信
者
た
ち
は
大
声
で
も
み
合

い
、
大
い
に
騒
い
だ
の
で
す
。
そ
の
迫
力
に
龍
神
も
驚
き
退
散
し
た
と
い
う
伝
説
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

その由来

七
日
堂
裸
詣
り
の
ご
案
内

午
後
八
時
半
の
鐘
を
合
図
に
菊
光
堂
（
本
堂
）を
目
指
し
ま
す
。

七
日
堂
裸
詣
り
一
般
参
加
の
方
は
、
柳
津
観
光
協
会
へ
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

地
元
の
商
工
会
女
性
部
に
よ
る
会
津
の
郷
土
料
理
こ
づ
ゆ
、お
し
る
こ
、
甘
酒
等
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

★
午
後
三
時
よ
り
午
後
九
時
半
ま
で
　
場
所

：

ほ
っ
と
in

ま
ち
な
か

お問合わせ ：  柳津観光協会   TEL 0241-42-2346  （午前8:30～午後5:00）

会津柳津七日堂裸詣り
無料臨時バス運行

会津柳津七日堂裸詣り
無料臨時バス運行

会津柳津会津若松

会津若松駅発(正面入口前)

会津柳津（ 観光案内所前）

18:00発　 柳津着19:00

22:00発　 若松着23:00

お知らせ

1日（ 土）

2 日（ 日）
2 月

令和2 年

第4 0 回

会津やないづ
冬まつり
会津やないづ
冬まつり 開催冬まつり

柳津の発着場所は観光案内所前になります。

（ 乗車定員55名様）

令和２ 年１ 月７ 日火令和6年１月７日（日）
第４4回

令和6年
２月3日（土）

地
元
の
商
工
会
女
性
部
に
よ
り
ま
す
お
し
る
こ
・
甘
酒
等
の
お
も
て
な
し
が
あ
り
ま
す
。

※ 

参
加
者
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　 
 
 
 
 

詳
細
は
柳
津
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら


